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新収のオランダ・マニエリスム版画について　　　　　　　　　スム版画，さらに将来的には，イタリアやフランスのマニェリスム
Notes　on　the　Newly　Acquired　Dutch　Mannerist　Prints　　　　　版画を収集していくきっかけとなることを期待したい。　（・1・湘輝）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　National　Museum　of　Western　Art　acquired　87　Dutch　Man一
国“五西洋美術館は平成3年度（1991年度）にオランダ・マニエリス　　　nerist　prints　in　the　fiscal　year　1gg1．83　were　purchased　alld　4　were
ム版1断87点を所蔵に加えた（83点は購人，4点は寄贈）。予算　　　donated．　Due　to　the　limited　budget，　it　was　impossible　to　1）urchase
l・の制約もあって・当初提案された約3・・点からなるまとまったコ臨盈諮。膿認。91謡ll，駐鯉鼎1齢麟「跳
レクションのすべてを購入することはできなかったが・話合いの　　　prints，　which　composed　apProximately　one　third（）f　the　collection．
末，全体の約3分の1に当たる123点の作品を購入することがで　　　（The　36　Prints　that　are　not　included　in　this　year’s　1）urchases　will
きた（佛年度に購入されなかった残りの36点については平成4111il盤i黙器nl灘lllf呈～職欝囎ll撒
｛r度0）新収作品が紹介される次回の年報を参照されたい）。こ　　　Klinger　in　lg82　and　Jacques　Callot　in　lg87．　Althoug　h　this　rnay
のような一括購入は昭和57年度のクリンガー，昭和62年度のカ　　　sound「athe「excessive，　taking　into　conside「ation　ttie　fact　that　this
・に続くものである．いささか乱暴な意見かもしれない梢館　識鋼識鷲欝謙瀦，認，1蕊1蹴鵬
の版画コレクションがほとんど零の状態から出発したことを考える　　　making　it　possible　to　survey　the　history　of　Western　prints　is　es．
ならば，このような購入方法によってコレクションの核をつくり，西　　　sentiaL。．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．
漁・hi史の大きな流れが辿れるようなコレクシ・ンにしていくこと　F，a灘鯉瀦鼎畿諮1。1謝糊騰eヨ111
は’11館の版画コレクションにとって必要なことであろう。　　　　　　　true　that　the　court　in　Prague，　where　many　artists　with　original
　イタリアに端を発するマニエリスムはフランスにおいてはフォン　　　ideas　gathe「ed，　became？ne　of　the　majo「cent「es　fo「Mapne「ism・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　However，　outside　Italy，且t　was　in　Holland　that　Mannerism　suc一
テンブロー派などの形成に大きな影響を及ぼし，また・奇想に　　　ceeded　most　fully．　Dutch　Mannerism　represented　t）y　such　artists
満ちた多くの芸術家が集まったプラハの宮廷がマニエリスムの一　　　as　Karel　van　Mander（1548－1606）・Hendrik　Goltzius（1558－1617），
大ili心となったことは敷である1・せよ，イタリア以外の地でマ　酷1燃騰1晶（謝認ll留認i臨11’1謙
ニエリスムが最も実り豊かな成果をもたらしたのはオランダにおい　　　teraction　to　Classicism，　Dutch　Mannerism　was，　in　essence，　a　feud
てであった。ファン・マンデル（1548－1606），ヘンドリク・ホルツィ　　　between　Italianism　and　Dutch　t「adition・A「tistic　theo「y　was　in’
ウス（1558－1617），コルネリス・ファン・ハールレム（1562－1638）ら　留舘翻溜臨鳴騨1趨鑑蹴撫畿
を代表者とするオランダ・マニエリスムはおよそ1570年代から1620　　　the　two．　The　mysterious　appeal　in　Dutch　art　of　this　period　of　a
年代にかけて展開されたが，オランダにおけるマニエリスムはイ　　　mixtサ「e　of「ealistic“etails　and　a「tificial　exp「essions　full　of？xa曾
タリアのそれとは異なり，単に，・闘隷対する反動ではなく，謝蹴器畿塁e搬躍lll職濫。欝1灘
イタリア主義と1「咽の伝統との葛藤という一・面をその本質にもっ　　　MarCantOniO　RaimOndi，　the　engraVing　teChniqUe，　WhiCh　made
ていた・イタリアから美術理論がもたらさ越耐はイタリア　嚇ll儲，C纏1，離譜i器1艦灘監議撒
化が進んでいったものの・その内部にはこの両者の和解しがた　　　engravings　represented　by　the　works　of　Goltzius　were　basically　in
い緊張感が潜んでいたのである。この時代のオランダ美術に写　　　the　same　line　of　tradition　and　the　majority　were　engraved　as
実的な細部柵と謙・満ちた人」二的鋤轍する不臓　：翻溜謡，鼎鼎1，謙識溜1舗騨欝
な魅ノJをもたらしたのは，こうした緊張感と決して無縁ではなか　　　pression　achieved　by　Goltzius　and　Jacques　de　GheyIl，　which
’
♪たであろう。このようなオランダ・マニエリスムの特質をもっとも　　　ranges　freely　from　realism　to　anti－naturalism・　Their　eclecticism
よく伝えるものがエングレーヴィング版画である・欄な表現を　器離，謝ill器1識総lb舗1叢ll翻r撒
”∫能なものとするこの技法は，ライモンディ以末油・彩画の複製を　　　covered　in　their　work．
1酌として広く利川されてきた．ホルツィウスらに代表されるオラ　　W・・k・b呪leading　Dut・h　Manne「iρts　such　as　Jacques　de
ンダ・マニエリスムの版画も糊勺1・はこうした伝統の娠ヒに　離，醒3』譜畿Z齪1溜lt隅d8瑠搬鼎鼎1臨
あり，複製版画として制作されたものが人半を占めている。しか　　　the　co11ection，　which，　on　the　whole，　consists　of　very　fine　impres一
地ジ綴獣t肇県攣覧論嫉1麿裟1諜徽　輪｛軒灘｝｛騰欄1膿騰ll鰍備
的11jl現というr諌iで説明することはできないであろう。彼らの折
衷i｛義は従来否定的な文脈で語られることのほうが多かったが，
そこにより複雑な表現意図や独自性を見いだしうる可能性がある
のではないだろうか。
　この度の購入にはジャック・ド・ヘイン，ホルツィウス，ヤーコ
プ・マータム，ヤン・ミュラー，ヤン・サーンレダム（サーンレダム
の作品は平成4年度の購入となる）などオランダ・マニエリスムを
代．表する版画家の作品が含まれており，また，全体的にみて刷
りの状態も良好である。この新収作品が他のオランダ・マニエリ
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